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Japanese temporal connectives:tara, tokoro, told

  ‐Apragmatic analysis‐............................... Priya Axnrrm

Asketch on the morphosyntax of Kadorih(Dohoi:Austronesian) Kazuya Ixncnxi

チ ノ 語 一mxの 「多 機 能 性 」 ― 漢 藏 語 と 対 照 し な が ら ―       林 範 彦

ダ パ 語 紅 頂 【Ngwirdei】 方 言 の 音 声 分 析 と 方 言 特 徴         鈴 木 博 之

サ ル デ ー ニ ャ 語 ロ グ ドー ロ 方 言 に お け る母 音 間 閉 鎖 音 の 弱 化 に つ い て

  ―chain shiftの観点か ら―               金澤 雄介

談話管理理論か らみた 「じゃない(か)」 の基本的性質

                    ワンプラディット アパサラ キク

現代韓国語のアスペク ト形式 〈-ko iss―〉の意味分析

  ― 日本語の 「一ている」 との比較の観点から一         金 京愛

否定文におけるフォーカス構造の実態

― 日本語 ・ロシア語文の観察をもとに―      エブセ―バ エレナ
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「京都大学言語学研究」(26号)の 原稿募集について

 京都大学言語学研究(26号)の 原稿を募集します。投稿される方は次の執筆要項

によりご提出下 さい。

執筆要項

1.提 出原稿

● 原稿種別 は以下の通 りとす る。

 ― 研究論 文、研究 ノー ト、懇話会要 旨

・ 完全原稿 を提 出す るこ と。

・印刷原稿 、電子 記録媒 体(FD, MO, CD―Rな ど)、 もし くは電子 メールで

の投稿 を受け付ける。別途用紙もしくは電子 ファイルに以下の項 目を記

載 して提出すること。

一 題 目

一 執筆者 名 ふ りがな

一 原稿種 別(研 究論文、研究 ノー ト、懇話会要 旨)

_ペ ージ数(要 旨は含めない)

― 所属機 関

一 連絡先(郵 便番号、住所、電話 ・FAX番 号、 e-mailア ドレス)

・電子 ファイルで提出す る場合 は、PDF形 式で提 出す る こと。

・提 出原稿 に特殊 なフォン トが含 まれてい る場合、 当該 フォン トが埋 め込

 まれているPDFで 提出することが望ましい。

・PDF以 外のファイル形式で提出する場合は編集委員会までご相談下さい。

2.研 究 論文

・原稿枚 数 原 則 として、図表 な どを含 めA4版 用紙30枚 以内 とす る。 こ

れを超える原稿についても投稿を受け付けるが、採用された場合でも、掲

載が27号 以降になることがある。

・文字のサ イズ 日本語論文は明朝体12ポ イン ト(1行37字 程度)・1ペ ー

 ジ35行 程 度、欧文論 文はTimes系12ポ イ ン ト ・1ペ ージ35行 程度(1.5

 スペース程度)と す る。

・原稿 の余白設定等 各ページのマージ ンを上下左右:30、35、30、30㎜

 とる。印刷原稿で提 出す る場合、ページ番号 は印字 せず、右下隅 に鉛筆

 で記入 す る。

.タ イ トル と氏名 1ペ ージ目のは じめにタイ トル と氏名(中 央 揃え)を 入

 れ る こと。 タイ トル は14ポ イ ン ト太字 とす る。 なお、タイ トルの上部 に

 は2行 分 の余 白を設 け、 タイ トル と氏名 の間 に1行 分、氏名 と本文 は じ

 まり との間 に2行 分 の余 白を設ける。
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・ 注に ついて 注 は通 し番号 をつけ、各 ページ の末尾 にお く。 文字 サイズ

 は10か ら11ポ イ ン トとす ることが望 ましい。

・ 要 旨A4版 用紙1枚 の要 旨を付け る。要 旨は本 文 と異 なる言語で書 くの

が望 ま しい。原稿 のス タイルや タイ トル と氏名 の体 裁 にっ いて は上記 に

準ず る。 要 旨文 のはじま りの左上部 に 「要 旨」「Abstract」 等 と太字で表

記 し、要 旨文のは じま りとの問 に1行 分 の余 白を設 ける こと。

・採否 編集委員会で決定し、原稿受付より二 ヶ月以内に採否を連絡する。

●原稿締切 日 原稿は随時受け付ける。ただ し、2007年6月30日 を過ぎて

到着 した論文 について は、採用 された場合第26号 で はな く、それ以降の

号へ の掲載 とす る。

3.研 究 ノー ト

 原稿枚数 、体裁、採否、原稿締切 日等 は研究論 文 に準ず る。

4.懇 話会要 旨

・ 「京都大学言語学懇話会」での発表の要旨を掲載する。原稿枚数は、A4

 版用紙1枚 とす る。

・ その他、 ス タイル等は、論文 に準ず る。

・ 原稿締切 日は、 発表当 日とす る。

5.連 絡先

 投稿は下記住所にて受け付けます。

〒606―8501京 都市左 京区吉田本町

京都大学大学院文学研究科言語学研究室

      電話/Fax:(075)753-2827

電 子 メ ー ル:KULR―edit@ling.bun.kyoto-u.ac.jp

6.そ の 他

・原稿及び電子記録媒体は原則 として返却いた しません。

●卵(で 執筆する場合は、上記の書式に合わせたスタイルファイルを用意

 していますので、編集委員まで御連絡下さい。

・抜き刷 りは50部 とし、印刷費用は原則 として投稿者にご負担いただきま

 す。 また、希望 され る方 には実費にて増刷 を行 うことが でき ます。

・ 執筆者 には、掲 載号を一部進呈 いた します。

・第26号 は、2007年12月 発行 を予定 してい ます。

・ 京都大学 言語学研究室 は、掲 載原稿 を電子 的 な手段 で公 開 ・配布 す る権

 利を有するもの とします。

・各著者が掲載原稿 を電子的な手段で公開 ・配布する場合は、その出典(号

数、ペ ージ数)を 明記 して下 さい。
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編集後記

 『京都大学 言語学研究 』(第25号)の 発行 に際 し、多 くの方々か らの ご協力 を賜

りました。 この場 をお借 りして、御礼 申 し上 げます。

 次号の締切は6月 末 日となってお ります。皆様のご投稿 を心よりお待ちしてお り

ます。なお、当編集委員会のメールアドレスが下記のように変わりましたのでご注

意下さい。今後 ともP京 都大学言語学研究』をよろしくお願いいたします。

旧:KULR-hensyuu@ling.bun.kyoto-u.ac.jp

新:KULR-edit@ling.bun.kyoto―u.ac.jp

編集委員長
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Priya  ANAN  rH: Japanese temporal connectives: –tara, tokoro, toki

— A pragmatic analysis —

Kazuya INAc AKI: A sketch on the morphosyntax of Kadorih (Dohoi: Austronesian) . 

Norihiko HAYASHI: "Polyfunctionality" of Jino -mx
   — Contrast with Sino-Tibetan languages — ......................... 

Hiroyuki SuzuKI: nDrapa Ngwirdei dialect: Phonetic analysis .............. 

Yusuke KANAZAWA: The lenition of intervocalic stops in Logudorese Sardinian

    — From a chain shift point of view — 

Apasara Kiku WUNGPRAnrr:

    Basic properties of the sentence final expression – janai(ka) 

Kyung-ae Kim: On the difference of aspectual meaning

    between Korean `-ko iss-' and Japanese `-te iru' ........ 

Elena EVSEEVA: Patterns of focus structure in negated sentences

— based on the observation of Japanese and Russian —
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